鈴鹿市剣道協会級位審査規定

（目的）

第1条 　鈴鹿市剣道協会（以下「当協会」という）は、剣道の理念に基づき、剣道の奨励および、その向上に資する目的で、剣道級位を定め、この規定の定めるところにより、その審査を行う。

　　　　ただし、この級は当協会の級位とする。

（級位）

第2条 　級位は、４級から始まり１級までとする。

（審査員の選考・任命）

第3条 　当協会の会員の内、全日本剣道連盟（以下「全剣連」という）の有資格者を、会長が選考・任命する。
（受験資格）

第4条 　当協会の会員であり、所属団体の代表者が推薦する者で、次の条件を満たさなければならない。
１　４級は、無制限とする。

２　３級以上は、小学３年生以上とする。

３　１級は、小学５年生以上とする。

（昇級）

第5条 　級位は、４級から段階的に受審し、飛び越し受審は認めない。
　　　　ただし、中学生以上の場合は１級からの受審を認める。

（費用）

第6条 　受審費用は、次の通りとする。
１　２・３級および４級は３，０００円とする。

２　１級は、８，０００円とする。

　ただし、不合格者は２級までについて２，０００円および１級については７，０００円を返金する。

（審査回数）

第7条 　級位審査会は、年間３回実施する。
（付与基準）

第8条 　級位は、全剣連の審査規定に準じ、それぞれ次の各号の基準に該当する者に与えられる。
１　４級は、着装・礼法、正しい姿勢・態度および正しい構え・掛け声並びに足さばきのできる者

２　３級は、着装・礼法、正しい姿勢・態度および正しい構え・掛け声並びに足さばきの各技量良の者

３　２級は、着装・礼法、正しい姿勢・態度および正しい構え・掛け声・足さばき並びに正しい基本打突・正しい切り返しの各技量良の者。

４　１級は、着装・礼法、正しい姿勢・態度および正しい構え・掛け声・足さばき並びに正しい基本打突・正しい切り返し並びに内間が理解できているかの各技量良の者。

「備考」

本規定は、平成１２年７月２０日に制定し、平成１３年４月１日から実施する。

・見直し＝平成２２年，平成２３年
